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「まじゅん」とは、
沖縄の言葉で「一緒」の意味。
会員の皆様とともに歩むという
想いがこめられています。
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●令和6年度 地域支援連携フォーラム開催
●令和6年度 制度改正に伴う専門家派遣事業のご案内

●青年部だより
●女性部だより
●第27回 商工会特産品コンテスト最優秀賞（県知事賞）が決定‼
●第27回 ありんくりん市のご案内
●ニッポン全国物産展2024

●持続化補助金活用事例
●経営革新物語
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●事業承継支援事例
●「コラム」労務のお悩み 社労士 古波蔵 精がお答えします!

●新任職員紹介
●石垣市商工会設立50周年記念式典
●中小企業退職金共済制度のご案内
●シルバー派遣事業のご案内

●中小企業活性化協議会のお知らせ

令和6年
県産品奨励月間に係る
地元産品奨励及び
地元企業優先使用要請活動の実施

県産品の使用奨励の啓発と需要の拡大を喚起することと、本
県産業の振興と雇用の拡大に資することを目的に本年度も各
市町村で県産品奨励月間に係る地元産品奨励及び地元企業
優先使用の要請活動が実施されました。
要請活動は昭和５９年７月に沖縄県が策定した「県内企業への
優先発注及び県産品の優先使用基本方針」に基づいており、
今年は「これイイね！　笑顔はじける　県産品」をスローガン
に、業界、消費者及び行政等全県民が一体となって、各種事業
及び広報キャンペーンを集中的に行うことで、県内需要の創
出による景気の維持拡大と経済活性化を図ります。

工業連合会　パレード・セレモニー

大宜味村商工会

与那原町商工会

宮古島市伊良部商工会

北谷町商工会
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令和
6年度

沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

地
域
支
援
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

in
久米島

沖縄県商工会連合会 企業支援課 田村

令和6年4月1日（月）～令和7年2月28日（金）まで

※予算に限りがありますので、お早めにご相談ください。

担　当

内　容

期　間

令和6年度　 制度改正に伴う専門家派遣事業

　
６
月
21
日︵
金
︶沖
縄
県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー﹁
て
ぃ
る
る
﹂ホ
ー
ル

に
て
地
域
支
援
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
、
沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
、沖
縄
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
並
び
に
沖
縄
県
中
小
企

業
活
性
化
協
議
会
よ
り
再
生
支
援
事

例
報
告
が
あ
り
、
求
償
権
消
滅
と
経

営
者
保
証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
事
例
発
表
と
し
て
、
各
支
援
機
関

と
連
携
し
事
業
所
支
援
の
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
全
国

本
部 

中
小
企
業
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー 

立
石
裕
明
氏
よ
り
、﹁
再
生
支

援
の
現
場
か
ら
﹂
を
テ
ー
マ
に
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に

沖
縄
総
合
事
務
局 

財
務
部 

検
査
課

課
長 

川
満
克
己
氏
、パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
、沖
縄
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー 

統
括
責
任
者 

佐
藤
英

彦
氏
、沖
縄
県
信
用
保
証
協
会 

経
営

支
援
部 

部
長 

吉
田
俊
昭
氏
、
沖
縄

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点 

サ
ブ
チ
ー
フ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

金
城
力
氏
、

︵
一
社
︶埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会 

広
域
指
導
員 

黒
澤
元
国
氏
、沖
縄
県

振
興
開
発
金
融
公
庫 

事
業
管
理
部 

部
長 

嶺
井
忍
氏
、沖
縄
県
中
小
企
業

活
性
化
協
議
会 

統
括
責
任
者 

新
崎

康
氏
の
6
名
が
登
壇
し
、﹁
コ
ロ
ナ
禍

の
事
業
者
再
生
支
援
に
つ
い
て
﹂
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ど
の
支
援
機
関
も
再
生
支
援
に

つ
い
て
、﹁
早
め
の
相
談
﹂
が
再
生
支

援
に
つ
な
が
る
と
の
説
明
が
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
板
橋
区
立
企
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長
の
中
嶋
氏
の

総
括
が
行
わ
れ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

会員等へ労働法制、税制度、民法等の制度改正等による諸課題へ
の対応や生産性向上に向けた専門家派遣に係る謝金や旅費を県
連が負担します。

　
本
大
会
で
は
、北
部
・
中

部
・
南
部
・
先
島
の
各
支
部

を
代
表
し
た
４
名
に
よ
る

発
表
が
行
わ
れ
、審
査
の
結

果
、先
島
支
部
代
表
の
平
良

勝
幸
さ
ん（
石
垣
市
）が
県

知
事
賞
を
獲
得
し
、県
連
会

長
賞
に
南
部
支
部
代
表
の

新
田
宗
市
さ
ん（
豊
見
城

市
）、県
青
連
会
長
賞
に
中

部
支
部
代
表
の
照
屋
哉
さ

ん（
読
谷
村
）、北
部
支
部
代

表
の
大
西
孝
典
さ
ん（
今
帰

仁
村
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
審
査
講
評
を
行
っ
た
、新

垣
和
也
審
査
委
員
長（
株
式

会
社
琉
球
新
報
社
統
合
編

集
局
政
経
グ
ル
ー
プ
長
）か

ら
は
、「
発
表
者
そ
れ
ぞ
れ

が
青
年
部
活
動
を
通
し
て

感
じ
た
こ
と
、得
た
も
の
、

そ
し
て
成
長
し
た
こ
と

し
っ
か
り
と
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
素
晴
ら
し
い
発
表

で
あ
っ
た
」と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
令
和
６
年
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会

は
、商
工
会
女
性
部
員
に
よ

る
日
頃
の
女
性
部
活
動
や
女

性
部
員
と
し
て
の
活
動
等
を

発
表
し
、相
互
研
鑚
、資
質
の

向
上
を
図
り
、今
後
の
女
性

部
活
動
の
活
性
化
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
去
る
７
月
９

日（
火
）に
九
州
各
県
か
ら
熊

本
県
熊
本
市
に
集
ま
り
、沖

縄
県
か
ら
は
33
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
研
修
会
の
主
張
発
表
大

会
に
お
い
て
は
、糸
満
市
商

工
会
女
性
部
の
照
喜
名
直
美

さ
ん
が
沖
縄
県
代
表
と
し
て

『
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興・

ま
ち
づ
く
り
』を
テ
ー
マ
に

女
性
部
の
入
部
か
ら
33
年
目

に
初
め
て
部
長
に
就
任
し
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事
業
の
企

画・運
営
を
行
っ
て
、部
長
と

し
て
気
づ
い
た
こ
と
や
女
性

部
の
在
り
方
、次
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
と
い
う
責

務
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
発
表
が
終
わ
っ
た
瞬
間
、

沖
縄
県
の
参
加
者
は
も
と
よ

り
九
州
各
県
の
参
加
者
か
ら

大
き
な
拍
手
が
上
が
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、他
の
地
域
の
方
の

主
張
発
表
も
す
ば
ら
し
い
事

例
が
発
表
さ
れ
、女
性
部
活

動
が
部
員
の
経
営
改
善
に
ど

の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
る
の

か
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る

大
変
参
考
に
な
る
内
容
で

し
た
。

　
九
州
８
県
の
代
表
が
発
表

を
終
え
、審
査
委
員
に
よ
る

審
査
の
結
果
は
、惜
し
く
も

最
優
秀
賞
は
逃
し
た
も
の
の

照
喜
名
さ
ん
は
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、研
修
会
二
日
目
は

「
心
豊
か
に
生
き
る
ヒ
ン
ト
！

（
無
財
の
七
施
）」を
テ
ー
マ
に

熊
本
市
植
木
町
真
教
寺
住
職

で
あ
る
真
野
秀
慈
氏
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
、心
を
豊
か

に
生
き
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
仏

教
の
考
え
や
人
生
を
四
期
と

捉
え
、年
齢
に
沿
っ
た
様
々
な

場
面
を
身
近
に
あ
る
例
え
を

用
い
て
、心
を
豊
か
に
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
、県
知
事
賞
を
獲
得

し
た
平
良
さ
ん
は
、令
和
６

年
９
月
11
日
に
熊
本
県
で

開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
に

沖
縄
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。

青
年
部
だ
よ
り

令
和
６
年
度

第
47
回

「
若
い
経
営
者
の
主
張

発
表
県
大
会
」を
開
催

女
性
部
だ
よ
り

令
和
６
年
度

九
州
ブ
ロッ
ク
商
工
会

女
性
部
交
流
研
修
会
　

主
張
発
表
大
会
で

優
秀
賞
を
受
賞

勉強会の様子

主張発表大会集合写真 県知事賞を受賞した平良勝幸氏（右）

視察先での集合写真 研修会場の風景 照喜名直美さん（右から１番目）

パネルディスカッションの様子

左から、照屋哉さん（読谷村）、平良勝幸さん（石垣市）、
大西孝典さん（今帰仁村）、新田宗市さん（豊見城市）
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て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
研
修
会
の
主
張
発
表
大

会
に
お
い
て
は
、糸
満
市
商

工
会
女
性
部
の
照
喜
名
直
美

さ
ん
が
沖
縄
県
代
表
と
し
て

『
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興・

ま
ち
づ
く
り
』を
テ
ー
マ
に

女
性
部
の
入
部
か
ら
33
年
目

に
初
め
て
部
長
に
就
任
し
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事
業
の
企

画・運
営
を
行
っ
て
、部
長
と

し
て
気
づ
い
た
こ
と
や
女
性

部
の
在
り
方
、次
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
と
い
う
責

務
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
発
表
が
終
わ
っ
た
瞬
間
、

沖
縄
県
の
参
加
者
は
も
と
よ

り
九
州
各
県
の
参
加
者
か
ら

大
き
な
拍
手
が
上
が
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、他
の
地
域
の
方
の

主
張
発
表
も
す
ば
ら
し
い
事

例
が
発
表
さ
れ
、女
性
部
活

動
が
部
員
の
経
営
改
善
に
ど

の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
る
の

か
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る

大
変
参
考
に
な
る
内
容
で

し
た
。

　
九
州
８
県
の
代
表
が
発
表

を
終
え
、審
査
委
員
に
よ
る

審
査
の
結
果
は
、惜
し
く
も

最
優
秀
賞
は
逃
し
た
も
の
の

照
喜
名
さ
ん
は
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、研
修
会
二
日
目
は

「
心
豊
か
に
生
き
る
ヒ
ン
ト
！

（
無
財
の
七
施
）」を
テ
ー
マ
に

熊
本
市
植
木
町
真
教
寺
住
職

で
あ
る
真
野
秀
慈
氏
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
、心
を
豊
か

に
生
き
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
仏

教
の
考
え
や
人
生
を
四
期
と

捉
え
、年
齢
に
沿
っ
た
様
々
な

場
面
を
身
近
に
あ
る
例
え
を

用
い
て
、心
を
豊
か
に
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
、県
知
事
賞
を
獲
得

し
た
平
良
さ
ん
は
、令
和
６

年
９
月
11
日
に
熊
本
県
で

開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
に

沖
縄
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。

青
年
部
だ
よ
り

令
和
６
年
度

第
47
回

「
若
い
経
営
者
の
主
張

発
表
県
大
会
」を
開
催

女
性
部
だ
よ
り

令
和
６
年
度

九
州
ブ
ロッ
ク
商
工
会

女
性
部
交
流
研
修
会
　

主
張
発
表
大
会
で

優
秀
賞
を
受
賞

勉強会の様子

主張発表大会集合写真 県知事賞を受賞した平良勝幸氏（右）

視察先での集合写真 研修会場の風景 照喜名直美さん（右から１番目）

パネルディスカッションの様子

左から、照屋哉さん（読谷村）、平良勝幸さん（石垣市）、
大西孝典さん（今帰仁村）、新田宗市さん（豊見城市）



経営革新物語

経営革新計画の概要

課  題

経営指導員より

October issue of Majyun  TOPICS

Product development example

ニッポン全国物産展2024ニッポン全国物産展2024
　
11
月
15
日（
金
）〜
11

月
17
日（
日
）の
３
日
間
、

東
京
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
シ
テ
ィ
ー
に
て「
ニ
ッ

ポ
ン
全
国
物
産
展
」が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
幅
広
い
お
客
様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ

こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
、

地
域
色
豊
か
な
食
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

事業所名

全国連の販路開拓支援のページ
https://www.all-nippon.jp

日本最大級のフードイベント！ ニッポン全国の魅
力が大集合

今年も奥武山公園
で

　　　　　　　
　開催します！！

第27回

昨年のニッポン全国物産展の様子

第27回商工会特産品コンテスト受賞者一覧

ASBO STAY HOTEL
アトリエひと匙
MantaFrog GateWay合同会社 
がじゅまる動物クリニック
Honey Fusion
農業生産法人株式会社命豚ふぁーむ
旭イノベーション株式会社
ARTIGIANO合同会社
やんばる物産株式会社株式会社
合同会社ピエノマ

チョコレート「KIN Okinawa selection」
房指輪ピアス
八重泉バレルショコラブルトンヌ
ナチュラルマルチバーム for Dog
満点シリーズ（フルーツ/おやさい）
県産豚肉のうちなーヴィアンド
きくらげ小町の新パウダー
erba エルバ　6寸そばマカイ
KYODA ALE　330ml
県産ジェラート6種

金武町商工会
南城市商工会
石垣市商工会
与那原町商工会
豊見城市商工会
国頭村商工会
北中城村商工会
名護市商工会
名護市商工会
糸満市商工会

食品の部
非食品の部
食品の部
非食品の部
食品の部
食品の部
食品の部
非食品の部
食品の部
食品の部

　今年も県内商工会地域で開発された特産品の
中から選出する「商工会特産品コンテスト」を実
施しました。
　食品の部42品、非食品の部12品、合計54品の

エントリーがあり、第１次、第2審査を経て下記の
通り最優秀賞（県知事賞）、優秀賞（県連会長賞）、
審査員特別賞の10品が決定しました。

　今年もまた沖縄の産業まつりが来る10月25日
（金）から27日（日）の3日間の日程で「第48回沖縄
の産業まつり」が開催されます。それに伴い「第27
回商工会特産品フェアありんくりん市」も同時開催
します。

今年も「商工会特産品フェアありんくりん市」をお楽
しみください。

商工会特産品コンテスト最優秀賞が決定!!商工会特産品コンテスト最優秀賞が決定!!

第27回商工会特産品フェアありんくりん市

日 時   令和6年10月25日（金）～27日（日） 
           午前10時～午後8時
場 所   奥武山公園 芝生広場駐車場

第27回 商工会特産品フェア「ありんくりん市」

2

優秀賞
(県連会長賞)

奨励賞

審査員特別賞

最優秀賞
（県知事賞）

商品名 商工会名事業所名部門賞

　創業60年に渡り、県内中北部の建設業者や金物材木店にセメント、砂、
ブロック等建築資材の卸販売をメインに行ってきました。しかし、利益率が
低いことに加え、今後の需要低下や資材価格高騰の影響を考慮すると、新
商品開発や新たなサービスの提供、そして直販による売上・収益力向上が
課題となっていました。

　既存商品である白砂は、ふるいにかけ細かい砂とさんご殻に分け、砂の
みを商品として販売し、さんご殻は廃棄していました。そこで、この廃棄さ
れる殻を有効活用できないかと考え、嘉手納町が実施する元気プロジェ
クト事業を活用しガーデニングや庭造りに活用可能な「さんご殻」を開発
し、新たな取組みとして経営革新の認定を受けました。

　さんご殻の商品化に関して相談があり、補助金や経営革新申請に伴う
計画書の作成、そして販売促進における専門家派遣などのサポートを行い
ました。今回この計画に取り組んだ新城専務は、廃棄されていたさんご殻
に価値を見出す目利き力や、支援を受けてすぐに実行に移す実行力が非
常に高く、今後も新商品開発や新事業展開に対して大きな期待が寄せら
れており、商工会としても引き続き伴走支援を続けてまいります。

事業所名：（資）嘉手納ブロック工業

経営革新承認式

施工例1

さんご殻拡大

経営課題と持続化補助金の概要

持続化補助金を活用した販路開拓事例

　持続化補助金を活用することで、軽石釉薬の開発を加速させていきました。従来、乳
鉢で丸1日かかっていた軽石の粉砕作業が、小型粉砕機の導入によりわずか30分に短
縮。また、小型電気窯の導入により、テストピースの焼成と冷却時間が大幅に短縮され、
実験回数を増やすことが可能となりました。これにより、より短期間で多様な釉薬の開
発が可能となり、島の自然を活かした独創的な作品を生み出す基盤が築かれました。
　実際に、28種類の色とりどりの鮮やかな釉薬を開発することができました。今後はそ
の釉薬を活かした作品を制作していきます。新作品は、12月に石垣市で開催される「石
垣島やきもの祭り」にてお披露目する予定です。

　陶芸の文化のない小浜島で第一人者として機材もない状態からスタートさせ、島の土
や木、鉱石や軽石、漂流物等の自然を取り入れ、自社にしか制作できない取組みをして
おります。常に挑戦する意識の高い藤吉代表の強みを活かした作品を販路活動に役立
てるようサポートしていきます。

　海花音工房小浜焼は、2020年創業の小浜島発の陶芸工房です。八重山諸島の豊か
な自然からインスピレーションを得た、個性的な陶器やアクセサリーを制作していま
す。特に、海の色を表現した「海色硝子」釉薬が人気で、動物の守り神など、オリジナル
作品も多数あり、工房では陶芸体験や作品販売を行っており、観光客にも好評です。
　新たな釉薬開発に取組む藤吉代表は、 漂流した軽石と八重山諸島で取れる鉱石を
使用した軽石釉薬の開発に取り組んでいましたが、軽石を砕く作業時に手間暇が掛か
ること、釉薬の試作開発に大幅な時間が掛かることから、試作開発の作業効率化と生
産性向上が課題となっていました。そこで、持続化補助金を活用して、機械設備導入を
図り新釉薬開発に取り組みました。

補 助 事 業 の 成 果

経 営 指 導 員 より

藤吉海月代表（左）  前川勝哉経営指導員（右）藤吉海月代表（左）  前川勝哉経営指導員（右）

軽石釉薬を使用した藤吉氏の作品軽石釉薬を使用した藤吉氏の作品

事業所名
所 在 地

代 表 者
業  　種
電話番号

海花音工房小浜焼
八重山郡竹富町字小浜
1496-204
藤吉 海月
陶器製造業
080-6498-4392 

事業所名
代 表 者
創  　業
所 在 地
電話番号
U  R  L

（資）嘉手納ブロック工業
新城 政則
1963年11月（昭和38年）
嘉手納町字屋良719-1
098-956-2957
https://kadenablock.hp.peraichi.com/

（嘉手納町商工会所属）

【担当経営指導員】嘉手納町商工会　喜屋武 克次

【竹富町商工会】経営指導員　前川 勝哉

皆様のご来場をお待ちしております皆様のご来場をお待ちしております

左から県知事賞の「チョコレート「KIN Okinawa selection」」（食品の部）、「房指輪ピアス」（非食品の部）、

県連会長賞の「八重泉バレルショコラブルトンヌ」（食品の部）、「ナチュラルマルチバーム for Dog」（非食品の部）

5 4



経営革新物語

経営革新計画の概要

課  題

経営指導員より

October issue of Majyun  TOPICS

Product development example

ニッポン全国物産展2024ニッポン全国物産展2024
　
11
月
15
日（
金
）〜
11

月
17
日（
日
）の
３
日
間
、

東
京
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
シ
テ
ィ
ー
に
て「
ニ
ッ

ポ
ン
全
国
物
産
展
」が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
幅
広
い
お
客
様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ

こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
、

地
域
色
豊
か
な
食
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

事業所名

全国連の販路開拓支援のページ
https://www.all-nippon.jp

日本最大級のフードイベント！ ニッポン全国の魅
力が大集合

今年も奥武山公園
で

　　　　　　　
　開催します！！

第27回

昨年のニッポン全国物産展の様子

第27回商工会特産品コンテスト受賞者一覧

ASBO STAY HOTEL
アトリエひと匙
MantaFrog GateWay合同会社 
がじゅまる動物クリニック
Honey Fusion
農業生産法人株式会社命豚ふぁーむ
旭イノベーション株式会社
ARTIGIANO合同会社
やんばる物産株式会社株式会社
合同会社ピエノマ

チョコレート「KIN Okinawa selection」
房指輪ピアス
八重泉バレルショコラブルトンヌ
ナチュラルマルチバーム for Dog
満点シリーズ（フルーツ/おやさい）
県産豚肉のうちなーヴィアンド
きくらげ小町の新パウダー
erba エルバ　6寸そばマカイ
KYODA ALE　330ml
県産ジェラート6種

金武町商工会
南城市商工会
石垣市商工会
与那原町商工会
豊見城市商工会
国頭村商工会
北中城村商工会
名護市商工会
名護市商工会
糸満市商工会

食品の部
非食品の部
食品の部
非食品の部
食品の部
食品の部
食品の部
非食品の部
食品の部
食品の部

　今年も県内商工会地域で開発された特産品の
中から選出する「商工会特産品コンテスト」を実
施しました。
　食品の部42品、非食品の部12品、合計54品の

エントリーがあり、第１次、第2審査を経て下記の
通り最優秀賞（県知事賞）、優秀賞（県連会長賞）、
審査員特別賞の10品が決定しました。

　今年もまた沖縄の産業まつりが来る10月25日
（金）から27日（日）の3日間の日程で「第48回沖縄
の産業まつり」が開催されます。それに伴い「第27
回商工会特産品フェアありんくりん市」も同時開催
します。

今年も「商工会特産品フェアありんくりん市」をお楽
しみください。

商工会特産品コンテスト最優秀賞が決定!!商工会特産品コンテスト最優秀賞が決定!!

第27回商工会特産品フェアありんくりん市

日 時   令和6年10月25日（金）～27日（日） 
           午前10時～午後8時
場 所   奥武山公園 芝生広場駐車場

第27回 商工会特産品フェア「ありんくりん市」

2

優秀賞
(県連会長賞)

奨励賞

審査員特別賞

最優秀賞
（県知事賞）

商品名 商工会名事業所名部門賞

　創業60年に渡り、県内中北部の建設業者や金物材木店にセメント、砂、
ブロック等建築資材の卸販売をメインに行ってきました。しかし、利益率が
低いことに加え、今後の需要低下や資材価格高騰の影響を考慮すると、新
商品開発や新たなサービスの提供、そして直販による売上・収益力向上が
課題となっていました。

　既存商品である白砂は、ふるいにかけ細かい砂とさんご殻に分け、砂の
みを商品として販売し、さんご殻は廃棄していました。そこで、この廃棄さ
れる殻を有効活用できないかと考え、嘉手納町が実施する元気プロジェ
クト事業を活用しガーデニングや庭造りに活用可能な「さんご殻」を開発
し、新たな取組みとして経営革新の認定を受けました。

　さんご殻の商品化に関して相談があり、補助金や経営革新申請に伴う
計画書の作成、そして販売促進における専門家派遣などのサポートを行い
ました。今回この計画に取り組んだ新城専務は、廃棄されていたさんご殻
に価値を見出す目利き力や、支援を受けてすぐに実行に移す実行力が非
常に高く、今後も新商品開発や新事業展開に対して大きな期待が寄せら
れており、商工会としても引き続き伴走支援を続けてまいります。

事業所名：（資）嘉手納ブロック工業

経営革新承認式

施工例1

さんご殻拡大

経営課題と持続化補助金の概要

持続化補助金を活用した販路開拓事例

　持続化補助金を活用することで、軽石釉薬の開発を加速させていきました。従来、乳
鉢で丸1日かかっていた軽石の粉砕作業が、小型粉砕機の導入によりわずか30分に短
縮。また、小型電気窯の導入により、テストピースの焼成と冷却時間が大幅に短縮され、
実験回数を増やすことが可能となりました。これにより、より短期間で多様な釉薬の開
発が可能となり、島の自然を活かした独創的な作品を生み出す基盤が築かれました。
　実際に、28種類の色とりどりの鮮やかな釉薬を開発することができました。今後はそ
の釉薬を活かした作品を制作していきます。新作品は、12月に石垣市で開催される「石
垣島やきもの祭り」にてお披露目する予定です。

　陶芸の文化のない小浜島で第一人者として機材もない状態からスタートさせ、島の土
や木、鉱石や軽石、漂流物等の自然を取り入れ、自社にしか制作できない取組みをして
おります。常に挑戦する意識の高い藤吉代表の強みを活かした作品を販路活動に役立
てるようサポートしていきます。

　海花音工房小浜焼は、2020年創業の小浜島発の陶芸工房です。八重山諸島の豊か
な自然からインスピレーションを得た、個性的な陶器やアクセサリーを制作していま
す。特に、海の色を表現した「海色硝子」釉薬が人気で、動物の守り神など、オリジナル
作品も多数あり、工房では陶芸体験や作品販売を行っており、観光客にも好評です。
　新たな釉薬開発に取組む藤吉代表は、 漂流した軽石と八重山諸島で取れる鉱石を
使用した軽石釉薬の開発に取り組んでいましたが、軽石を砕く作業時に手間暇が掛か
ること、釉薬の試作開発に大幅な時間が掛かることから、試作開発の作業効率化と生
産性向上が課題となっていました。そこで、持続化補助金を活用して、機械設備導入を
図り新釉薬開発に取り組みました。

補 助 事 業 の 成 果

経 営 指 導 員 より

藤吉海月代表（左）  前川勝哉経営指導員（右）藤吉海月代表（左）  前川勝哉経営指導員（右）

軽石釉薬を使用した藤吉氏の作品軽石釉薬を使用した藤吉氏の作品

事業所名
所 在 地

代 表 者
業  　種
電話番号

海花音工房小浜焼
八重山郡竹富町字小浜
1496-204
藤吉 海月
陶器製造業
080-6498-4392 

事業所名
代 表 者
創  　業
所 在 地
電話番号
U  R  L

（資）嘉手納ブロック工業
新城 政則
1963年11月（昭和38年）
嘉手納町字屋良719-1
098-956-2957
https://kadenablock.hp.peraichi.com/

（嘉手納町商工会所属）

【担当経営指導員】嘉手納町商工会　喜屋武 克次

【竹富町商工会】経営指導員　前川 勝哉

皆様のご来場をお待ちしております皆様のご来場をお待ちしております

左から県知事賞の「チョコレート「KIN Okinawa selection」」（食品の部）、「房指輪ピアス」（非食品の部）、

県連会長賞の「八重泉バレルショコラブルトンヌ」（食品の部）、「ナチュラルマルチバーム for Dog」（非食品の部）

5 4
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October issue of Majyun  TOPICS

名護市商工会

経営指導員
藤井　里花

名護市商工会に赴任致しました
藤井です。名護市は海も山もあ
る自然豊かな地域です。微力な
がら会員の皆様のお力になれる
よう日々努力致しますのでよろ
しくお願いいたします。

八重瀬市商工会

経営指導員
田仲 淳二

「面白きこともなき世をおもしろ
く」田仲と申します。地域の事業
者を支援し、沖縄県を振興して
いきます。未熟な面もあると思い
ますが、ご指導ご鞭撻をよろしく
お願い致します。

7月から豊見城市商工会に赴任
した、和歌山県出身の東（あず
ま）です。昨年12月に移住したば
かりですが、地域を愛し、地域に
愛されるよう精進していきたい
と思います。どうぞよろしくお願
い致します。

うるま市商工会

経営指導員
福原 未悠季

令和6年8月からうるま市商工会
へ経営指導員として赴任しまし
た。沖縄市出身の福原です。1日
も早く会員様の力になれるよう
頑張ります‼
よろしくお願い致します。

豊見城市商工会

経営指導員
東　駿

新 任 職 員 紹 介新 任 職 員 紹 介New
employee

労
務
に
関
す
る
Q
&
A

◆  課　題

◆ 取組内容

コラム
COLUMN

社会保険労務士 古波蔵 精

　糸満市にて家電の販売や設置、リサイクル、動画の
撮影編集等を主な事業として営んでいましたが、
2023年8月に創業者である父の急逝に伴い、息子の
喜恒さんへの親族内事業承継を早急に実施するこ

ととなり、「スムーズな事業承継に向けた事業全般の
見える化」と「事業承継に係る税務対応（改廃業届の
準備、作成、提出支援）並びに関係各位への対応」が
課題に挙がりました。

　商工会を通して沖縄県事業承継・引継ぎセンター
から専門家を招聘し、円滑な事業承継に向け伴走支
援を行いました。具体的には、ローカルベンチマーク
を活用して現状把握（事業分析・財務分析・商流の把
握・組織体制や利害関係者の整理）を中心に見える
化し、その内容について喜恒さんと共有を図りまし

た。将来予測については、事業承継計画の中で事業
分野毎の売上等の推移予測や、コア事業に関連した
新事業案等を策定しました。2023年12月に引継ぎ
が完了し、今後も各種施策の活用を提案しながら計
画実現に向けて伴走支援を行って参ります。

◆ 事業所の声
　先代が積み上げてきた事業を承継するにあたり、
現状分析や経営の課題を把握することが出来まし
た。今後も商工会や専門機関と連携し、経営基盤の

構築と事業拡大に向けて一つずつ業務に取り組んで
いきたいと思います。

挨拶を述べる大濵会長

　弊
社
で
は
毎
月
残
業
が
あ
る
の
で
、固
定
残
業
手

当
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。注
意
点
な
ど
あ
り

ま
す
か
。

　
固
定
残
業
手
当
と
は
、実
際
の
残
業
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、あ
ら
か
じ
め
一
定
時
間
残
業
す
る
も
の
と
み
な

し
、そ
の
時
間
分
の
残
業
手
当
と
し
て
支
給
す
る
も
の

で
す
。固
定
残
業
手
当
が
残
業
の
対
価
と
し
て
認
め
ら

れ
る
た
め
に
は
い
く
つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　ま
ず
、固
定
残
業
手
当
の
対
象
と
な
る
み
な
し
残
業

時
間
数
と
計
算
方
法
、支
給
額
が
労
働
条
件
と
し
て
明

示
さ
れ
て
い
る
事
。本
来
残
業
手
当
は
残
業
を
し
た
時

間
数
に
応
じ
て
算
出
さ
れ
る
の
で
、み
な
し
残
業
時
間

数
と
計
算
方
法
、金
額
が
明
確
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。当
然
、そ
の
時
間
数
に
対
し
、法
定
通
り
に
算
出
さ

れ
る
金
額
を
下
回
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。ま
た
、固
定
残

業
手
当
等
を
差
し
引
い
た
基
本
的
な
賃
金
が
最
低
賃
金

を
下
回
っ
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

　ま
た
、実
際
の
残
業
時
間
が
み
な
し
残
業
時
間
数
を

超
え
る
場
合
、超
え
た
分
の
残
業
手
当
は
別
に
支
給
さ

れ
る
旨
明
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。例
え
ば
、20

時
間
分
の
固
定
残
業
手
当
を
支
給
し
て
い
る
場
合
に
、

30
時
間
残
業
を
し
た
場
合
、10
時
間
分
別
途
残
業
手
当

を
支
給
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
、せ
っ
か
く

支
払
っ
た
つ
も
り
の
手
当
が
残
業
手
当
と
し
て
認
め
ら

れ
ず
、後
々
多
額
の
未

払
残
業
代
を
支
払
う

羽
目
に
な
り
か
ね
な

い
の
で
く
れ
ぐ
れ
も
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

事業所名：サウンドビデオ
代表者氏名：大城 喜恒 
業　　 種：家電小売業・
　　　　   映像撮影編集業
設　　立：1980年

よろし
くお願いします！

広
明
県
八
重
山
事
務
所
長
も
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　翌
11
日
に
は
、設
立
50
周
年
を
記
念
し

て
、竹
富
町
小
浜
島
出
身
の
南
島
詩
人・

平
田
大
一
氏
に
よ
る
講
演
会
と
現
代
版

組
踊
絵
巻「
キ
ン
グ
尚
巴
志
〜
鬼
鷲
と
呼

ば
れ
た
男
〜
」の
公
演
を
石
垣
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、総
勢
70
人
の
大
舞

台
で
８
０
０
名
の
観
衆
に
感
動
を
与
え

ま
し
た
。

　設
立
50
周
年
を
迎
え
た
石
垣
市
商
工
会

（
大
濵
達
也
会
長
）の
記
念
式
典
、祝
賀
会

が
８
月
10
日
、ア
ー
ト
ホ
テ
ル
石
垣
島
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　大
濵
会
長
は
挨
拶
で
、「
こ
の
50
年
間
、

地
域
の
小
規
模
事
業
者
等
の
総
合
的
な

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
諸
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。多
大
な
協

力
を
賜
っ
た
先
輩
諸
氏
に
、深
く
感
謝
の

意
を
表
し
、経
済
力
の
源
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、地
域
の
振
興
と
発
展
の
た
め
に

邁
進
す
る
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　商
工
会
の
運
営
に
貢
献
し
た
関
係
者
に

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、被
表
彰
者
を
代
表

し
、我
喜
屋
隆
元
会
長
は
、「
商
工
会
が
発

展
す
る
と
市
が
発
展
す
る
。こ
れ
か
ら
も

道
を
歩
ん
で
ほ
し
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　中
山
義
隆
市
長
、米
須
義
明
県
連
会

長
、髙
橋
秀
治
犬
山
会
議
所
会
頭
、長
濱

石垣市商工会が記念式典

50周年、厳粛かつ盛大に祝う

質

　問

Q
u

e
s

t
i

o
n

Q
回

　答

A
n

s
w

e
r

A
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に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。多
大
な
協

力
を
賜
っ
た
先
輩
諸
氏
に
、深
く
感
謝
の

意
を
表
し
、経
済
力
の
源
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、地
域
の
振
興
と
発
展
の
た
め
に

邁
進
す
る
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　商
工
会
の
運
営
に
貢
献
し
た
関
係
者
に

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、被
表
彰
者
を
代
表

し
、我
喜
屋
隆
元
会
長
は
、「
商
工
会
が
発

展
す
る
と
市
が
発
展
す
る
。こ
れ
か
ら
も

道
を
歩
ん
で
ほ
し
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　中
山
義
隆
市
長
、米
須
義
明
県
連
会

長
、髙
橋
秀
治
犬
山
会
議
所
会
頭
、長
濱

石垣市商工会が記念式典

50周年、厳粛かつ盛大に祝う
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「まじゅん」とは、
沖縄の言葉で「一緒」の意味。
会員の皆様とともに歩むという
想いがこめられています。
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●令和6年度 地域支援連携フォーラム開催
●令和6年度 制度改正に伴う専門家派遣事業のご案内

●青年部だより
●女性部だより
●第27回 商工会特産品コンテスト最優秀賞（県知事賞）が決定‼
●第27回 ありんくりん市のご案内
●ニッポン全国物産展2024

●持続化補助金活用事例
●経営革新物語

2p

3p

4p

5p

2p

3p

4p

5p

6p

7p

8p

6p

7p

8p

� �� � � � � �
●事業承継支援事例
●「コラム」労務のお悩み 社労士 古波蔵 精がお答えします!

●新任職員紹介
●石垣市商工会設立50周年記念式典
●中小企業退職金共済制度のご案内
●シルバー派遣事業のご案内

●中小企業活性化協議会のお知らせ

令和6年
県産品奨励月間に係る
地元産品奨励及び
地元企業優先使用要請活動の実施

県産品の使用奨励の啓発と需要の拡大を喚起することと、本
県産業の振興と雇用の拡大に資することを目的に本年度も各
市町村で県産品奨励月間に係る地元産品奨励及び地元企業
優先使用の要請活動が実施されました。
要請活動は昭和５９年７月に沖縄県が策定した「県内企業への
優先発注及び県産品の優先使用基本方針」に基づいており、
今年は「これイイね！　笑顔はじける　県産品」をスローガン
に、業界、消費者及び行政等全県民が一体となって、各種事業
及び広報キャンペーンを集中的に行うことで、県内需要の創
出による景気の維持拡大と経済活性化を図ります。

工業連合会　パレード・セレモニー

大宜味村商工会

与那原町商工会

宮古島市伊良部商工会

北谷町商工会


